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西
宮
市
内
の 
2
大
学
の
学
生
か
、
市
北
部
で
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
元
農
家
か
ら
指
導
を
受
け
、

慣
れ
な
い
土
い
じ
り
や
重
労
働
に
あ
く
せ
く
し
な
が

ら
「
膏
つ
姿
か
い
と
お
し
い
」
と
夢
中
。
農
業
を
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
と
ら
え
、
休
学
し
て
会
社
設
立
を
目

指
す
学
生
も
現
れ
た
。
今
な
ぜ
、
農
業
な
の
か 

。
l

若
者
た
ち
に
取
材
し
た
。
(
斉
藤
絵
草
式
)

制
一
西
宮
市
北
部
・
鷲
林

側
一
寺
。
ジ
ー
ン
ズ
に
長
靴
を

剛
一
は
い
た
若
者 
5
人
が
ほ
う

約
一
れ
ん
草
の
植
わ
っ
た
畑

〈
一
で
、
汗
を
流
し
て
い
た
。

農
家
の
高
田
孝
さ
ん
(
臼
)

一
が
時
呪
声
を
掛
け
る
。

一
甲
商
大
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

一
創
造
単
蔀
(
西
宮
市
)
の

一
学
生
で
つ
く
る
団
体
「
ア

一
グ
リ
ス
タ
」
。
高
田
さ
ん

一
か
ら 

6
畝
を
借
り
、
懇
農

一
薬
で
野
菜
を
作
る
。
中
心

一
的
に
活
動
す
る 
3
年
5
人

調薗亀


が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
。
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ

っ
た
農
家
の
お
っ
ち
ゃ
ん

が
共
に
作
業
を
重
ね
る

と
、
笑
顔
に
変
わ
っ
た
。

高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
の
課
題
に
、
「
若

地元農家から教わりながら農作業に励

む甲南大「アグリスタjのメンバーたち
=西宮市驚林寺

者
が
動
け
ば
解
決
す
る
」

と
金
子
さ
ん
は
仲
間
に
呼

び
か
け
た
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
興
味
が

あ
っ
た
が
、
自
動
車
関
連

企
業
へ
の
就
職
に
固
ま
り

つ
つ
あ
っ
た
加
藤
佑
樹
さ

ん
(
幻
)
は
「
農
業
で
起
業

す
る
。
夢
を
目
指
し
て
い

た
気
持
ち
を
掘
り
起
こ
さ

れ
た
」
と
し
、
親
を
説
得

し
て
活
動
に
加
わ
っ
た
。

「
自
分
に
は
就
活
を
戦
う

武
壊
が
な
い
」
と
感
じ
て

い
た
清
水
駿
さ
ん
(
幻
)
は
働
く
こ
と
を
学
ば
せ
た
い

「
と
り
あ
え
ず 
1
年
。
自
と
呼
び
掛
け
て
発
足
。
市

分
の
お
金
で
時
聞
を
使
つ
に
相
談
し
て
、
地
元
農
家

て
将
来
ど
う
す
る
か
決
め
か
ら
農
地
を
借
り
た
。

た

い

」

。

今

で

は

、

地

産

地

消

を

金
子
さ
ん
ら
は
来
年
3
学
ぶ
藤
田
教
授
の
ゼ
ミ
生

月
の
会
社
設
立
を
目
指
も
含
め
2
1
4年
の
日
人

す
。
地
元
農
家
と
契
約
し
が
週
1
回
、
活
動
す
る
。

地
場
野
菜
を
流
通
さ
せ
る
天
候
か
変
わ
れ
ば
計
画
を

ビ
ジ
ネ
ス
や
、
耕
作
放
棄
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

地
の
活
用
な
ど
を
展
開
し
「
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

た
い
考 
ザ
ん
だ
。
「
農
業
を
対
応
能
力
を
学
ぶ
機
会
に
一
一

す
る
学
生
と
し
て
ロ 
1
ル
も
な
る
」
と
藤
田
教
授
。
一
薦
、

モ
デ
ル
に
な
り
た
い
」
と 

3
年
の
師
橋
美
寿
さ
ん
寸
つ
、

意
気
込
む
。
(
幻
〉
は
「
何
か
を
育
て
る
、
一
活
申

-
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
一
図
一

鷲
林
寺
か
ら
六
甲
山
系
っ
た
。
育
て
た
野
菜
は
何
一
あ
一

を
越
え
た
山
口
町
船
坂
で
と
な
く
お
い
し
く
感
じ
一
人
4

は
、
大
手
前
大
(
西
富
市
)
る
」
シ
語
穴
う
。
一
寄 
-

の
学
生
た
ち
で
つ
く
る
農
作
物
を
市
南
部
で
販
売
一
な
，

業
サ
ー
ク
ル
宗
マ
ト
」
し
、
都
市
部
と
農
村
部
を
一
義

甲南大の
グループ ビジネス化目標/李三号句作物の販売も

h

L
i

よ 長 持 判 


一
ン
タ 

1
ン
シ
ッ
プ
」
に
参

有
一
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

一
で
の
過
程
に
、
多
く
の
人

一
は
、
秋
か
ら
霊 
す
る
な

J

E
-
-

罰
一
ど
し
て
農
業
に
懸
け
る 

O

年
前
、
建
宋
の
一
環

一
で
米
作
り
を
通
し
て
販
売

一
計
画
を
立
て
る
「
農
業
イ

一
耶
さ
ん
(
却
)
は
「
農
業
に

'
一
抱
い
て
い
た
「
だ
さ
い
、

;
一
だ
っ
た
。
代
表
の
金
子
隆

』

P
一

一
=
一
収
入
が
低
い
、
田
舎
』
の

が
畑
を
耕
す
。
結
ぶ
取
り
組
み
に
も
力
を
一
話
占

“
一
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
。

2
年
前
、
同
大
現
代
社
入
れ
る
。
今
後
は
船
坂
の
一

一
食
卓
に
食
事
が
並
ぶ
ま

会
学
部
の
藤
田
昌
弘
教
授
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
一
月
・

が
、
学
生
に
汗
を
流
し
て
く
と
い
う
。

西宮北部農家の指導受け取り組み



